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とても心動かされました。

これは私たちにとって

特別な映画です。

映 画 の 舞 台 、 長 江 ・ 三 峡

長 江 は 中 国 を 東 西 に 横 断 す る 全 長6 3 0 0

キ ロ に 及 ぶ ア ジ ア 最 長 の 大 河 。 そ の 下

流 域 を 揚 子 江 と 呼 ぶ 。 長 江 ・ 三 峡 は 、 西

は 四 川 省 か ら 東 は 湖 北 省 に い た る 峡 谷

の 呼 び 名 。 古 来 よ り 山 水 画 の 題 材 に 好

ん で 描 か れ 、 深 く 切 れ 込 ん だ 両 岸 が か も

し 出 す 幽 玄 の 趣 は 、 中 国 独 特 の 美 を 感 じ

さ せ 、 重 慶 か ら の 「 長 江 下 り 」 は 特 に 人

気 が 高 い 。 ま た 、 三 峡 は 古 代 文 明 発 祥 の

地 で あ り 、 「 三 国 志 」 の 舞 台 で も あ り 、 李

白 、 杜 甫 、 白 居 易 ら 中 国 の 詩 人 も 、 こ の

地 で 数 多 く の 詩 を 残 し て い る 。

シネマトグラフィ

l

の美しさ、

カトリ

l

ヌ・ドヌ

l
ヴ

(ベネチア国際映画祭審査員長)

ベ ネ チ ア 映 画 祭 で す ぐ さ ま 審 査 員 が グ ラ ン プ リ に 決 定 。

小 津 安 二 郎 、 ア ン ゲ ロ プ ロ ス に も た と え ら れ た 中 国 の 若 き 名 匠 の 傑 作 。

2 0 0 6年 ベ ネ チ ア 国 際 映 画 祭 で 、 『 ク イ ー ンJ を は じ め 力 作 の 揃 っ た 作 品 の 中 か ら 、 審 査 員 長 を つ と め た

カ ト リ ー ヌ ・ ド ヌ ー ヴ ら 審 査 員 は 、 『 長 江 哀 歌J を 金 獅 子 賞 グ ラ ン プ リ に 選 ん だ 、 。 ド ヌ ー ヴ は 、 金 獅 子

賞 を 決 め る の に 時 間 は か か ら な か っ た 、 と 発 言 。 そ れ ほ ど す ぐ さ ま に 、 す べ て の 審 査 員 を 魅 了 し た

映 画 『 長 江 哀 歌J 。 時 代 の う ね り を 捉 え る 視 線 は ギ リ シ ャ の テ オ ・ ア ン ゲ ロ プ ロ ス 監 督 に 、 人 生 の 機 微

を 見 つ め る 眼 差 し は 小 津 安 二 郎 監 督 に も た と え ら れ た 中 国 の 若 き 名 匠 の 傑 作 が 、 映 画 の 歴 史 に

ま た 新 し い ペ ー ジ を 開 い た 。

万 里 の 長 城 以 来 の 中 国 一 大 国 家 事 業 、 長 江 ・ 三 峡 ダ ム 建 設 を 背 景 に 。

つ ね に 中 国 指 導 者 の 壮 大 な 夢 で あ り な が ら 、1 9 9 3年 に よ う や く 着 工 し た 長 江 の 三 峡 ダ ム 。2 0 0 9年 に

完 成 す れ ば 世 界 最 大 の ダ ム が 誕 生 す る 。 北 京 オ リ ン ピ ッ ク 、 上 海 万 博 を 控 え た 大 国 ・ 中 国 を 象 徴

す る 叙 事 詩 的 な プ ロ ジ ェ ク ト だO し か し 同 時 に そ こ に は 、 沈 み ゆ く 街 と 土 地 を 離 れ ね ば な ら な い 人 々

の 哀 切 が あ る こ と も 忘 れ で は な ら な い 。

時 代 の 大 き な う ね り の 中 で 、 人 は 精 一 杯 に 生 き る 。 す べ て は 愛 お し い 。

大 河 ・ 長 江 の 景 勝 の 地 、 三 峡 。 そ の ほ と り 、 二 千 年 の 歴 史 を 持 ち な が ら 、 ダ ム 建 設 に よ っ て 、 伝 統 や

文 化 も 、 記 憶 や 時 間 も 水 没 し て い く 運 命 に あ る 古 都 を 舞 台 に 綴 ら れ る2人 の 男 女 の 物 語 。1 6年 前 に

別 れ た 妻 子 に 再 会 す る た め 、 山 西 省 か ら や っ て き た 炭 鉱 夫 サ ン ミ ン 。2年 間 音 信 不 通 の 夫 を 探 し

に 、 や は り 山 西 省 か ら や っ て き た シ ェ ン ・ ホ ン 。2人 と も 、 新 た な 人 生 を 歩 み 出 そ う と 胸 に 決 意 を 秘 め

て い る 。 物 語 は 、 彼 ら を 中 心 に 、 時 代 の 大 き な う ね り に 翻 弄 さ れ な が ら も 日 々 を 精 一 杯 に 生 き る 人 々

の 、 小 さ く も 愛 お し く 輝 く 一 瞬 を 感 動 的 に 捉 え る 。 香 港 の 大 ス タ ー 「 チ ョ ウ ・ ユ ン フ ァ 」 に 憧 れ る 街 の

チ ン ピ ラ 、 立 ち 退 き を 命 じ ら れ る 宿 屋 の 主 人 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 古 ぼ け た 扇 風 機 、 竹 団 扇 、 花 柄 の 魔 法 瓶 ・ ・ ・ ・ ・ ・ そ こ

で は 画 面 に 映 る す べ て が 愛 お し い 。

大河・長江に切なく響く哀歌が聞こえる。

沈みゆく街の記憶と、そこに生きる名もなき人々の記憶を鮮やかにとどめ、

世界が賞賛を贈った物語。
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